
平成  29年   2月　  28日

■メ カ ニカ ルエンジニア
リ ングショ ッ プ

 □ 設計 ■ 実験スペース 4 × 3  m
2

 ■ 工作依頼 ■ 電源の使用 100V,  30_ A ， 3口

 □ 測定・ 評価  200V， 30 A ,  2口

 ■ 超精密 ■ ク レーンの利用 300 kg

□ オプティ カ ルショ ッ プ
測定器の予約はWebを 利用し て
下さ い。 □ 特定化学物質

こ の欄に物質名を 記入し て下
さ い。

□ ス ペ ー ス チ ャ ン バ ー
ショ ッ プ

□ 特殊蒸着・ 超微細加工
ユニッ ト

 □ 特殊蒸着
■ 液体窒素： 　 　 30 ℓ/
月

■ 乾燥窒素

裏面に依頼内容を 記載し てく
ださ い。  □ 微細加工

■ 液体ヘリ ウム： 　 1ℓ/
月

こ こ に推定月使用料を 記入し
て下さ い。

■ ク リ ーンルーム ( CR) □ 真空ポンプ
設備管理ユニッ ト に予め相談

■ 冷却水の利用

裏面に作業内容を 記入し て下さ
□ エ レ ク ト ロ ニ ク ス 測定
機器利用

■ サブミ リ 波FTS

国立天文台先端技術センタ ー　 センタ ー長　 殿　            　 　 　 　 　 　 　 　

⑤ 研究課題名：  野辺山45m鏡搭載用ミ リ 波カ メ ラ の開発

保険加入の有無( 学生のみ) ： 　 有安全衛生講習　 ： 　 希望する

利用設備の申請　 ： 　 使用する項目にチェ ッ ク （ ☑ or  ■） を入れてく ださ い。

③ 職名 又は 学年 ：   教授    （ FAX） 　 　 　

URL ( 省略可) ： ht t p: //⑥ 研究課題および施設利用の目的

野辺山45m電波望遠鏡に搭載するための超伝導電波カ メ ラ の開発を 進めている。 45m鏡と カ メ ラ を 結合する冷却光学
系は２ 枚のシリ コ ンレ ンズやフ ィ ルタ ー等で構成さ れ、 電波カ メ ラ の検出器には力学イ ンダク タ ンス検出器
（ MKI D） を 開発する。 2016年12月下旬〜2017年1月上旬にかけて45m鏡にて37素子,  100 GHz帯( 90-110GHz) で搭載試
験を 行っ た。 今後、 来シーズンの搭載に向けて109素子への拡張を 計画し ている。 そのため、 MKI D開発、 0. 1Kでの
雑音評価、 ビームパタ ーン測定等を 進めるため引き 続き 共同開発研究を 進めさ せていただき たい。

業務依頼の内容を 具体的に裏
面に記入し てく ださ い。

裏面に作業内容を 記入し てく だ

送付先（ 先端技術センタ ー事務） ：  at c-of f i ce@at c. mt k. nao. ac. j p

⑧ 利用者およびその連絡先( 電話番号、 E-Mai l )  中井直正、 久野成夫、 新田冬夢、 村山洋佑、 服部将吾、 翟 光遠

先端技術センタ ーの関連職員の氏名を記入。 ： 関本　 裕太郎、 松尾　 宏、 都築　 俊宏

申請事項に変更が生じ た場合は、 速やかに変更申請書を作成し 提出願います。

■　 その他　 (     光学設計、 解析       )

□ 大型CR( ク ラ ス1, 000)
■ 中型CR( ク ラ ス10, 000)
■ 小型CR（ ク ラ ス
10, 000）

アセト ン、 エタ ノ ール、 イ ソ プロ
ピルアルコ ール

 □ 大型スペースチャ ン
バ
 □ 中型真空チャ ンバ
 □ 小型真空チャ ンバ
 □ その他 (
）

■ 有機溶剤

□ 高圧ガス 別途届出用紙に記入し て提出。

ATC施設利用・ 共同開発研究申請書（ □新規　 ■継続　 □変更）

下記のと おり 施設利用を申請し ます。

⑦ 希望利用期間： H29年 4月 1日　 ～　 H30年 3月 31日 ( 継続使用の場合は、 一年毎の更新が必要です。 )

①代表者氏名： 　 中井　 直正

② 所属機関 / 部局  ： 筑波大学／数理物質系物理学
域

④ 連絡先： （ E-ｍai l )

   ( 電話)



⑫ 共同開発研究を希望する場合、 研究分担案などを記入し てく ださ い。

共同開発研究を希望し ます。

⑨ 利用計画　 ： 　 先端技術センタ ーの設備・ 実験室等の利用計画( 日程含む) を 具体的に記入し てく ださ い。 また、 工作依頼
品の概要・ 利用する測定器・ ソ フ ト 等についても 記入し てく ださ い。 必要に応じ て添付資料を 提出し てく ださ い。
( 注意事項)  ： 　 と く に大物を 搬入、 設置する場合や工事が必要になる可能性がある場合は、 必ず記入し て下さ い。 と く に大型
実験機器の設置については、 付属機器も 含めた大体の配置図等を 添付し て提出し てく ださ い。

2017年4月〜
　 ・ カ メ ラ の超伝導検出器である力学イ ンダク タ ンス検出器（ MKI D） を ATCク リ ーンルームにて製作を 行う 。 現在
の素子数は37素子であるが、 109素子へ拡張し 0. 1K冷凍機を 用いてダーク 環境にて製作し た素子の検出器歩留ま
り 、 Q値、 温度依存性、 雑音等を 測定し 等価雑音電力（ NEP） の評価を 行う 。
　 ・  109素子MKI Dアレ イ に合わせ、 シリ コ ンレ ンズアレ イ の製作を 進める。 電波カ メ ラ の搭載用ク ラ イ オスタ ッ ト
は野辺山観測所にて真空窓が開いた状態で65 mKを 達成し ている。 こ のク ラ イ オスタ ッ ト を 用いて、 109素子MKI Dカ
メ ラ と 冷却光学系を 合わせてビームパタ ーン測定を 進める。
　 ・ フ ーリ エ分光器を 用いて、 MKI Dカ メ ラ の周波数特性を 測定する。

2017年7月〜
　 搭載用ク ラ イ オスタ ッ ト で109素子MKI Dカ メ ラ の検出器雑音等の評価を 進め、 野辺山45m電波望遠鏡への搭載準備
を 進める。

2017年10月〜
　 野辺山45m電波望遠鏡へ再搭載し 、 試験観測を 進める。

実験は筑波大学と ATC電波カ メ ラ グループが協力し 進める。 搭載用ク ラ イ オスタ ッ ト の冷却系には希釈冷凍機を 用
いており 、 昨年度と 同様に200V - 30 Aを 2口、 100V - 30 Aを 3口、 冷却水の使用、 ク ラ イ オスタ ッ ト の保持用フ
レ ームの交換時等のク レ ーン使用を 希望する。 実験スペースはビーム測定等のため4m × 3m程度の場所を お借り し
たい。
　 また、 南極望遠鏡等、 将来の更なる多素子カ メ ラ 実現のため広視野光学系を 設計し 、 実現性及び問題点を 明ら か
にする。 光学設計および評価はATC都築氏に協力し ていただき たい。

ミ リ 波カ メ ラ が高い安定性など良い性能を持ち、 野辺山45m鏡に搭載さ れれば、 望遠鏡指向精度、 追尾精度、
あるいは開口能率などの性能評価および性能向上の開発にも 有用である。 従っ てATCにおいて、 ノ イ ズ評価、
ゲイ ン安定性、 ビームパタ ーン等を着実に進めるこ と が肝要である。 も ちろ ん、 当初性能が実現でき れば
科学的成果も 期待でき る。 従っ て、 ATCにはこ の開発を支援し ていただき たい。

野辺山宇宙電波観測所長　 齋藤正雄

⑩ 国立天文台内のプロジェ ク ト と の関連（ なければ記入不要）

⑪ 国立天文台内該当プロジェ ク ト 長の推薦（ なければ記入不要）

本研究で開発し たカ メ ラ は、 野辺山45m電波望遠鏡への搭載を予定し ている。


	ATC application

